
栄養だより 令
れ い

和
わ

６年
ね ん

11 月
が つ

苫
と ま

小
こ

牧
ま い

市
し

学
が っ

校
こ う

給
き ゅ う

食
しょく

共
き ょ う

同
ど う

調
ち ょ う

理
り

場
じ ょ う

No.2

　品名
 月 長ねぎ 玉ねぎ 人参 大根 キャベツ じゃが芋 ごぼう 白菜 きゅうり 小松菜 ピーマン 青梗菜 ほうれん草 赤パプリカ グリーン

アスパラガス ズッキーニ 黄ピーマン にら しめじ もやし 鶏肉 豚肉

４月 道産 道産 道産
茨城県
愛知県

道産 道産 茨城県
群馬県
高知県

茨城県 宮崎県 道産 地場産 地場産
青森県
岩手県

道産

５月 道産
道産
愛知県
兵庫県
佐賀県

道産
徳島県
熊本県

青森県
千葉県
栃木県
茨城県

茨城県 道産 道産
道産
茨城県

宮崎県
埼玉県

道産 宮崎県 道産 道産 道産
道産
青森県

地場産 地場産
青森県
岩手県

道産

６月 道産
千葉県
兵庫県

千葉県
茨城県
徳島県

道産
茨城県

道産
茨城県

道産
熊本県

道産
道産
茨城県

道産 道産 道産 地場産 地場産
青森県
岩手県

道産

７月 道産 兵庫県
道産
茨城県

道産 道産
茨城県
大阪府
熊本県

道産 道産 道産 道産 道産 道産 道産 道産 道産 地場産 地場産
青森県
岩手県

道産

学
が っ

校
こ う

給
きゅうしょく

食に使
し

用
よ う

している食
しょくざい

材について (４月
が つ

～７月
が つ

)

　生
せいかつしゅうかんびょう

活習慣病は、食
しょく

事
じ

や運
うんどう

動・睡
すいみん

眠などの生
せいかつしゅうかん

活習慣が深
ふか

く関
かんけい

係しています。生
せいかつしゅうかん

活習慣の乱
みだ

れが原
げんいん

因で肥
ひ

満
まん

になると、
高
こうけつあつしょう

血圧症や糖
とうにょうびょう

尿病などを引
ひ

き起
お

こしやすくなります。最
さいあく

悪の場
ば

合
あい

には、心
しんぞうびょう

臓病・脳
のうそっちゅう

卒中・脳
のうこうそく

梗塞など命
いのち

にかかわる
病
びょう

気
き

を招
まね

く可
か

能
のうせい

性があります。
　生
せいかつしゅうかんびょう

活習慣病は、自
じ

覚
かく

がないまま発
はっしょう

症します。そして、良
よ

くも悪
わる

くもならずに長
なが

引
び

くことで、治
なお

りにくく一
いっしょう

生苦
くる

し
むことの多

おお

い恐
おそ

ろしい病
びょう

気
き

です。
　私
わたし

たちの体
からだ

は、食
た

べたもので作
つく

られています。子
こ

供
ども

のころに身
み

についた食
しょくしゅうかん

習慣は変
か

えにくく、不
ふ

規
き

則
そく

な食
しょくせいかつ

生活を続
つづ

け大
お と な

人になると、生
せいかつしゅうかんびょう

活習慣病になるリスクが高
たか

まります。大
お と な

人に多
おお

い生
せいかつしゅうかんびょう

活習慣病ですが、最
さいきん

近では子
こ

供
ども

にも増
ふ

えてい
ることが課

か

題
だい

となっています。後
こうかい

悔しないように子
こ

どものころからバランスのとれた食
しょく

事
じ

をすることが大
たいせつ

切です。
　学

がっこう

校給
きゅうしょく

食は栄
えいよう

養バランスのとれた食
しょく

事
じ

であるとともに、食
しょくいく

育の教
きょうざい

材にもなっています。

　１学
が っ き

期に行
おこな

われた苫
とま

小
こ

牧
まい

市
し

の全
ぜん

小
しょうちゅうがっこう

中学校の、身
しんちょう

長・体
たいじゅう

重から肥
ひ

満
まん

傾
けいこう

向児
じ

出
しゅつげんりつ

現率を算
さんしゅつ

出しました。

・お子
こ

さんの肥
ひ

満
まん

度
ど

を算
さんしゅつ

出してみましょう！

　第
だい

2次
じ

苫
とま

小
こ

牧
まい

市
し

食
しょくいくすいしんけいかく

育推進計画では、令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

まで

に肥
ひ

満
まんけいこう

傾向児
じ

出
しゅつげんりつ

現率を小
しょうがっこう

学校では8%以
い か

下、中
ちゅうがっ

学校
こう

では10%以
い か

下を目
もくひょう

標としています。

　昨
さくねん

年度
ど

と比
くら

べ、全
ぜんたい

体としての肥
ひ

満
まんけいこう

傾向児
じ

出
しゅつげんりつ

現率が

減
げんしょう

少しました。それは、新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症が

「５類
るい

感
かんせんしょう

染症」に移
い

行
こう

され活
かつどうりょう

動量も増
ぞう

加
か

しているから

ではないかと推
すいそく

測されます。

　しかしながら、小
しょうがっこう

学校1年
ねんせい

生と中
ちゅうがっこう

学校1年
ねんせい

生が男
だんじょ

女

ともに昨
さくねん

年を上
うわまわ

回っていました。まず肥
ひ

満
まん

にならない

ためには、生
せいかつしゅうかん

活習慣の見
み

直
なお

しやバランスのとれた食
しょく

事
じ

、

運
うんどう

動を取
と

り入
い

れて健
けんこう

康な体
からだ

をつくりましょう。

肥
ひ

満
まん

度
ど

（％）＝〔実
じっそくたいじゅう

測体重（Kg）－身
しんちょうべつ

長別標
ひょうじゅんたいじゅう

準体重（Kg）〕

　　　　　　　　÷身
しんちょうべつ

長別標
ひょうじゅんたいじゅう

準体重（Kg）×100

今
こんねん

年度
ど

の小
しょうちゅうがっこう

中学校の肥
ひ

満
まん

傾
けいこう

向児
じ

出
しゅつげんりつ

現率は、前
ぜんねん

年度
ど

と比
ひ

較
かく

すると減
げんしょうけいこう

少傾向でした。

★  肥
ひ

満
まん

度
ど

20％以
い

上
じょう

が肥
ひ

満
まん

傾
けいこう

向児
じ

がつ にち わ ひしょく

　新
しんまい

米のおいしい季
き

節
せつ

になりました。日
に

本
ほん

の主
しゅしょく

食であるお米
こめ

の歴
れき

史
し

は古
ふる

くから続
つづ

いています。縄
じょうもん

文
時
じ

代
だい

に水
すいでん

田による「稲
いなさく

作」が中
ちゅうごく

国大
たいりく

陸から伝
つた

わり、弥
や よ い

生時
じ

代
だい

には、北
ほっかいどう

海道と沖
おきなわけん

縄県を除
のぞ

く各
かく

地
ち

に広
ひろ

ま
りました。現

げんざい

在では、北
ほっかいどう

海道から沖
おきなわけん

縄県まで全
ぜんこくかく

国各地
ち

で作
つく

られており、おいしさや作
つく

りやすさを追
ついきゅう

及
した様

さまざま

々な品
ひんしゅ

種のお米
こめ

が誕
たんじょう

生しています。　
　日

に

本
ほん

では、昔
むかし

からお米
こめ

を大
だい

事
じ

にしてきました。そのため敬
けい

意
い

を込
こ

めて「お米
こめ

」、「御
ご

飯
はん

」と呼
よ

びます。
御
ご

飯
はん

を握
にぎ

ったむすびは、おむすび、おにぎりといいます。　　　　　　　　　　　

　今
こんげつ

月も厚
あつ

真
ま

産
さん

の新
しんまい

米「さくら米
まい

」を提
ていきょう

供しています。ぜひ味
あじ

わって食
た

べましょう！

　「和
わ

食
しょく

；日
に

本
ほんじん

人の伝
でんとうてき

統的な食
しょくぶん

文化
か

」が、ユネスコ無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とうろく

録されていることをご存
ぞん

知
じ

ですか？
　ここで言

い

う「和
わ

食
しょく

」とは、ただ単
たん

に料
りょう

理
り

のことだけではなく、日
に

本
ほん

の豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

や気
き

候
こうふう

風土
ど

のもとで育
はぐく

まれた「自
し

然
ぜん

の尊
そんちょう

重」という精
せい

神
しん

に基
もと

づく食
しょくぶん

文化
か

を示
しめ

しています。しかし、ライフスタイルなどの変
へん

化
か

により、この食
しょくぶん

文化
か

が失
うしな

われつつあることから、その価
か ち

値を見
み

直
なお

すとともに、国
こくみんぜんたい

民全体で保
ほ ご

護・継
けいしょう

承していく必
ひつよう

要があります。

　学
がっこうきゅうしょく

校給食では、ご飯
はん

を主
しゅしょく

食とした和
わ

食
しょく

の献
こんだて

立を中
ちゅうしん

心に行
ぎょうじしょく

事食や郷
きょうどりょう

土料理
り

を取
と

り入
い

れることで、子
こ

どもたちに
伝
でんとうてき

統的な食
しょくぶん

文化
か

を伝
つた

えています。

１１月２４日は、和食の日です

《給
きゅうしょくさくぶん

食作文》

《給
きゅうしょく

食に関
かん

する標
ひょうご

語》

応
おうぼてんすう

募点数69点
てん

（小
しょうがっこう

学校：8校
こう

17点
てん

　中
ちゅうがっこう

学校：7校
こう

52点
てん

）

応
おうぼてんすう

募点数491点
てん

（小
しょうがっこう

学校：11校
こう

463点
てん

　中
ちゅうがっこう

学校：3校
こう

28点
てん

）

小
しょう

学
がっこう

校の部
ぶ

　最
さいゆうしゅうしょう

優秀賞　６名
めい

小
しょう

学
がっこう

校の部
ぶ

　優
ゆうしゅうさくひん

秀作品　６名
めい

中
ちゅう

学
がっこう

校の部
ぶ

　最
さいゆうしゅうしょう

優秀賞　３名
めい

優
ゆうしゅうしょう

秀賞　６名
めい

中
ちゅう

学
がっこう

校の部
ぶ

　優
ゆうしゅうさくひん

秀作品　３名
めい

優
ゆうしゅうしょう

秀賞　３名
めい

1
2
3
4
5
6

1
2
3
4
5
6

1
2
3

1
2
3
4
5
6

1
2
3

1
3
3

福
ふ く だ

田　栞
かん

菜
な

本
ほ ん だ

田　陽
ひ よ り

咲
村
む ら た

田　慧
け い と

人
京
きょうごく

極　莉
り い ら

空
村
むらかみ

上めぐみ
関
せき

　　姫
ひ め か

花

藤
ふじわら

原　叶
か な た

多
本
ほ ん だ

田　陽
ひ よ り

咲
小
こ ま つ

松　幸
さ ち は

羽
藤
ふじさわ

澤　　花
はな

山
やまむら

村　　栞
しおり

京
きょうごく

極　大
そ ら

空

三
み う ら

浦　　鈴
れい

児
こ だ ま

玉　凛
り お う

生
近
こんどう

藤　芦
ろ わ

羽

本
ほ ん だ

田　乙
お と か

叶
草
く さ き

木　曖
あ い な

那
小
お が わ

川咲
さ く ら こ

良子
奥
お く や

谷　梨
り ん か

夏
草
く さ き

木梨
り り な

里那
京
きょうごく

極　大
そ ら

空

荒
あ ら い

井　彰
しょうすけ

佑
名
な わ

和　美
み さ き

咲
谷
たにむら

村　光
ひ か り

璃

星
ほし

　　莉
ま り か

花
近
こんどう

藤　芦
ろ わ

羽
千
ち ば

葉　大
た い し

志

はじめてしった　きゅうしょくのこと
わたしのわくわく
フルーツポンチの力

ちから

給
きゅうしょく

食のメニューを探
さぐ

る
最
さいこう

高の献
こんだて

立
届
とど

け、ありがとうの気
き も

持ち

ホッキカレー　めちゃくちゃおいしい　うみのさち
きゅうしょくは　みんなのえがお　かけはしに
そのひと口

くち

　みんなの思
おも

い　つまってる
時
じ か ん

間わり　見
み

るより先
さき

に　こん立
だ

て表
ひょう

残
のこ

さない　感
かんしゃ

謝をこめて　フードロス
おいしいぞ　地

じ も と

元の味
あじ

だ　ホッキカレー

好
す

き嫌
きら

い＜感
かんしゃ

謝の気
き も

持ち
僕
ぼく

たちを支
ささ

える給
きゅうしょく

食
心
こころ

から感
かんしゃ

謝を込
こ

めて

パンのひ　さいこう
えいようパワーで元

げ ん き

気いっぱい
きゅう食

しょく

とわたし
給
きゅうしょく

食は感
かん

しゃして食
た

べよう
Ｓ
エ ス

Ｄ
ディー

Ｇ
ジ ー

ｓ
ズ

へ向
む

けて
六
ろくねんかん

年間の感
かんしゃ

謝を込
こ

めて

給
きゅうしょく

食で広
ひろ

がる食
しょくぶんか

文化の知
ち し き

識
給
きゅうしょく

食の大
たいせつ

切さ
食
しょくひん

品ロスを減
へ

らすために

栄
えいよう

養は　赤
あか

、黄
き

、緑
みどり

で　満
まんてん

点だ
給
きゅうしょく

食は　心
こころ

と学
まな

びの　原
げんどうりょく

動力
給
きゅうしょく

食に　感
かんしゃ

謝の気
き も

持ち　九
きゅうねんぶん

年分

（ 拓
たくしんしょう

進 小 ）
（ウトナイ小

しょう

）
（沼

ぬまのはたしょう

ノ端小）
（ 拓

たくゆうしょう

勇 小 ）
（ 緑

みどりしょう

小 ）
（ウトナイ小

しょう

）

（ 拓
たくゆうしょう

勇 小 ）
（ウトナイ小

しょう

）
（ウトナイ小

しょう

）
（ウトナイ小

しょう

）
（ウトナイ小

しょう

）
（ 拓

たくゆうしょう

勇 小 ）

（明
あけのちゅう

野中）
（明

あけのちゅう

野中）
（啓

けいめいちゅう

明中）

（青
せいしょうちゅう

翔中）
（明

あけのちゅう

野中）
（青

せいしょうちゅう

翔中）

（沼
ぬまのはたちゅう

ノ端中）
（啓

けいめいちゅう

明中）
（沼

ぬまのはたちゅう

ノ端中）

（ウトナイ小
しょう

）
（ 大

たいせいしょう

成 小 ）
（ 緑

みどりしょう

小 ）
（ 大

たいせいしょう

成 小 ）
（ 大

たいせいしょう

成 小 ）
（ 拓

 たくゆうしょう

勇 小 ）

学
がくねん

年

学
がくねん

年

学
がくねん

年

学
がくねん

年

学
がくねん

年

学
がくねん

年

児
じどうめい

童名

児
じどうめい

童名

生
せいとめい

徒名

児
じどうめい

童名

生
せいとめい

徒名

生
せいとめい

徒名

（学
がっこうめい

校名）

（学
がっこうめい

校名）

（学
がっこうめい

校名）

（学
がっこうめい

校名）

（学
がっこうめい

校名）

（学
がっこうめい

校名）

作
さく

　品
ひん

　名
めい

作
さく

　品
ひん

　名
めい

作
さく

　品
ひん

　名
めい

作
さく

品
ひん

名
めい

作
さく

品
ひん

名
めい

作
さく

品
ひん

名
めい

　第
だい

４０回
かい

を迎
むか

えたことを記
き

念
ねん

し、今
こんねん

年度
ど

は伝
でんとう

統ある給
きゅうしょく

食作
さくぶん

文コンクールに加
くわ

え、給
きゅう

食
しょく

（食
しょくいく

育）に関
かん

する標
ひょう

語
ご

も募
ぼ

集
しゅう

し
ました。どの作

さくひん

品も子
こ

どもたちの給
きゅう

食
しょく

（食
しょくいく

育）への思
おも

いがあふれた素
す ば

晴らしいものでした。
　多

おお

くの児
じ

童
どうせい

生徒
と

が興
きょう

味
み

関
かんしん

心をもって取
と

り組
く

んでくれたことに感
かんしゃ

謝します。

こめ

作
さく

品
ひん

集
しゅう

掲
けい

載
さい

ホーム
ページはこちら


